
令和６年４月 吉野町教育委員会定例会議 会議録 

 

日 時：令和６年４月１９日（金）午後３時～ 場 所：町中央公民館４F教育長室 

出席者：吉野町教育委員会 教育長 教育長職務代理者 委員３名  事務局 ４名 

     

１． 開会挨拶 

２． 審議案件 

議第１号 後援名義の申請について 

① 「全国縦断チャリティつり祭り in津風呂湖」関西支部･･･【資料1】 

質疑応答・異議なく、全会一致で承認 

「第61回道徳教育研究会」奈良県会場･･･【資料２】 

質疑応答・異議なく、全会一致で承認 

 

議第２号 後援名義の取り下げについて･･･【資料３】 

     「国際交流＆イングリッシュキャンプ」宮城復興支援センター 

質疑応答・異議なく、全会一致で承認 

 

   議第３号 令和６年度学校・園教育の指導方針について【資料４】 

      委員：第1印象として、全国平均と比べるとグラフを見る限り当町は見劣りすると 

いうのが正直な感覚であり、その中でどうしていくかという指針が大事で 

あると感じる。 

教育長：優秀な子は確かにたくさんおり、その部分だけを見ると、遥かに平均は上昇 

するだろうと思われるが、学校は、なかなか足を向けにくい子も含めて色  々

な子がいる。移住してきてくれる子たちも日本語というハードルを越えよう 

と一生懸命取り組んでいる。グラフのみを見て、吉野町は全国に良いか悪い 

かという論議はなかなか説明が困難。数字としては出ているが、実態説明が 

どこまで可能か。「平均が全て」とは考えていない。昨年度の高等学校への 

進路指導もしっかりして頂いているため、学校を信頼している。 

またお気づきの点があればご指摘願う。私の可能な限り説明はさせて頂き 

たいし、同時に、必要なことは学校に指摘していく。 

委員：児童生徒数がもっと多ければ、毎年同様の「吉野町の子どもの特徴」が数値 

として出やすいとは思われる。毎年ばらつきが出るのは、統計の弱いところ 

かもしれない。 

委員： 吉野町の家庭自体が、「勉強第一」というより、やはり「社会性」に重きを 

    置いているご家庭も多いのではないか。勉強はもちろん大事だが、高校に 

行って偏差値の高い大学行ってるからどうだというのはあまり感じない。 

教育長：偏差値の高い高校・大学に入れというような、過去の価値観は近年では合致 

しないことが多いと感じる。反面、進学塾率は凄く高い部分もあるが、 

そういった価値感も、それはそれで良いと思う反面、それをしないからとい 

って非難する必要もないと思う。 

委員：年代によっても学力に差があり、学年によっても違うため、偶々そこの 



小学校6年の時が良くできる場合ならば恐らく平均より上であると推測 

される。そういう雰囲気も確かにあると思われる。 

教育長：常時学年百～二百人在籍する所ならばそれ程差はないのだろうが、20～ 

40人の間という場合は、その集団によっては大分差があったりする。 

それはそれでいいのではとは考える。色々なことで、実態を見て頂ければ 

有難く思う。 

 

  議第４号 令和６年度吉野町立学校園の訪問について…【資料５】事務局説明 

        日程：６月２５日（火）９時３０分役場出発予定 

質疑応答・異議なく、全会一致で承認。 

 

３．報告案件 

報第１号 令和６年度 教育委員会事務局事務分掌等について･･･【資料６】事務局説明 

報第２号 教育総務課事業説明について･･･････････････････････【資料７】事務局説明 

報第３号 生涯学習課（含スポーツ振興室）事業説明について･･･【資料７】事務局説明 

 

４．その他事項 

委員：観桜期に今年は車が異常なぐらい集中して、2号認定のお母さんたちがこども 

園に迎えに行けず、お迎えの時間に間に合わなかったという話を聞いた。 

何か対策はないのか。 

教育長：地元の車と他府県の車を分けるのが大変難しい。即答は出来ないが、吉野山 

交通協議会等と協議させて頂きたく思う。しかし、強い規制は困難かと思われ 

る。 

委員：もう一つ交通関係で話したい。幼稚園のスクールバス待ちで立野の入口 

（元島田酒屋）のところで立ってると、川上村山吹バスが毎回停車する。その 

都度「乗りません」と伝えるが、それが何回も続くと、山吹バスに本当に乗り 

たい人が立っていても、素通りされてしまわないか心配。 

スクールバス乗り場の表示もないため、「スクールバスはここ通ります」の様 

な表示があれば山吹バスと連携を取れるのかと思う。 

教育長：停留所はお子さんがいる家のことを中心に場所を設定しているため、いなく 

なるとそこには停車しない。バス停を立てるということは法律上もなかなか 

困難なところもある。安全旗を持って立つとかは如何か。 

    事務局：地域学校協働活動の見守り活動から旗を購入して、何人か常時毎日見て頂ける 

方には、防止とベストと旗をお渡している。 

教育長：その旗があれば大分違うかもしれない。ちょっと覚えておいて頂いたらと 

お願いする。 

 

 次回の日程調整 ５月１６日木曜日 午後３時～ 町中央公民館４F教育長室 

 

５．閉会挨拶 


